
「人間と生物圏（MAB）」の共生に関する
⾏動変容に向けた分野横断的実践研究

⾥⼭ESD研究拠点
●上位目標：
「人間と生物圏」の共生を目指し，生物多様性の保全に向けた人々の行動
変容を推し進めること

●背景：
持続可能な社会を創るためには，生物多様性の減少を止め，回復させ

る必要がある。これまで経済や社会の発展との二項対立により，生物多
様性保全の対策は後手に回ってきたが，自然資本は社会経済の根幹で
ある。
生物多様性国家戦略（2023-2030）の戦略の1つに，生物多様性に

係る環境教育が明文化されたこと，文科省学習指導要領に「持続可能な
開発のための教育（ESD）を推進すること」が明文化されたことを受け，
人間と生物圏共生（MAB：Man and Biosphere）の理念に基づき，
“わたしたち”の理解促進のための教育について検討する。

◆MAB（人間と生物圏）計画（UNESCO，1971～）：
自然の恵みを守り、合理的かつ持続可能に利用するための計画。
人間を外側に置くのではなく，生物圏の一員として位置づけている。

Man and the Biosphere（MAB）program

人を自然の外に置く自然観 自然との共生につながる自然観

●教育実践とプログラム評価
「ものづくり×文化×生物多様性」の分野横断・体験型プログラムの展開

⾥⼭ESD研究拠点︓倉⽥ 薫⼦（拠点⻑，生物多様性保全）・河内 啓成（絵画）・⼩林 大介（木工，木育）・高芝 麻⼦（漢詩）・原口 健一（木彫）・松⽥ 裕之（生態リスク管理）

環境保全行動

自然とのつながり

自然の中で過ごした時間
（自然の中での活動）

自分のアイデンティティの
一部としての自然

自然とのつながりと環境保全行動との関連性を示
す概念図：自然の中で過ごした人は自然とのつなが
りを感じるようになり，自然が自分のアイデンティ
ティの一部となり，環境保全行動をとるようになる。
（Krasny,2020）

生物多様性保全活動取り組み状況（R４ 世論調査） ：
生物多様性保全に貢献する行動として取り組んでいることはありますか

取り組みたい活動はあるが，行動に移せていない（33.7%）
取り組みたいと思わない（8.7%）
42.4％は「なにもしていない」

その理由： 何をしたらよいかよくわからないこと（50.7%）
自分一人が行動しても意味がないと感じること（19.3%）
生物多様性，自然や生き物に興味がないこと（2.6%）
生物多様性の危機は自分には関係ないと感じること（2.3%）
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【外部資金】
*科研費基盤C：異分野融合ESDを創発できる教員養成
プログラム開発―生物文化多様性を体験/理解する
（2023～2026年度）
*一般社団法人学びのイノベーションプラットフォーム
（PLIJ）：校庭の虫から始める生物文化多様性ーE-
STEAM教材インセクトホテル，WEB教材（2024年度）
*横浜市環境創造局 「市民が森に関わるきっかけづくり
事業」よこはま森の楽校（2022年度～） 他

持続可能な社会に向けて「参画」できる人を増やす今後


